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菊
陽
の
ま
ち
づ
く
り

町
は
平
成
28
年
３
月
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
今
回
は
４
つ
の
都
市
像
の
残
り
と
そ
の
具
体
的
な
施
策
を

お
伝
え
し
ま
す
。

問 
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第
５
期
菊
陽
町
総
合
計
画　
後
期
基
本
計
画
vol．
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第
２
部　
暮
ら
し
や
す
く
安
全
で

　
　
　
　
安
心
な
ま
ち

第
４
編　
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り（
生
活
基
盤
）

第
２
章　
住
宅
・
住
環
境
の
整
備

　
住
み
よ
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
、
美
し
い
街
並
み
景
観
に
よ
る
魅

力
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
り
、
良
質
な

住
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◦
道
路
・
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
都
市
基

盤
の
整
備

◦
駅
お
よ
び
駅
周
辺
の
整
備

第
３
章　
交
通
体
系
の
充
実

　
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た

め
、
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
、
歩
行
者
に
や
さ
し
い
生
活
道
路
網
な

ど
の
整
備
、
利
便
性
と
効
率
性
を
両
立
す

る
公
共
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

◦
新
駅
の
設
置
、
駅
周
辺
の
市
街
地
開
発

◦
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
・
サ
イ
ク
ル
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
の
推
進

第
４
章　
水
の
安
定
供
給
と
下
水
道
の
整
備

　
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

安
全
で
安
心
で
き
る
水
の
供
給
や
下
水
道

の
整
備
、
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

◦
水
道
施
設
の
計
画
的
整
備
の
支
援

◦
公
共
下
水
道
の
維
持
管
理

　
　
　

第
５
章　
環
境
衛
生
対
策
の
推
進

　
循
環
型
社
会
の
形
成
、
ご
み
の
減
量
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
、
不
法
・
不
適
切
な
野
焼

き
や
不
法
投
棄
の
防
止
啓
発
を
進
め
、
ご

み
処
理
、
し
尿
処
理
な
ど
は
広
域
的
な
連

携
に
よ
り
、
安
定
的
・
効
率
的
な
運
営
を

行
い
ま
す
。

◦
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
の
推
進

◦
新
環
境
工
場
の
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み

第
５
編　
住
み
よ
い
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り（
防
災・消
防・防
犯
な
ど
）

第
１
章　
防
災
対
策
の
充
実

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
災
害
時
要
援

護
者
に
対
す
る
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

◦
地
域
防
災
計
画
の
必
要
に
応
じ
た
見
直
し

◦
防
災
拠
点
な
ど
の
整
備

第
２
章　
消
防
・
救
急
対
策
の
充
実

　
地
域
消
防
力
の
向
上
の
た
め
、
消
防
団

員
の
確
保
や
消
防
施
設
・
消
防
資
機
材
の

整
備
に
努
め
、
消
防
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

◦
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
と
の
連
携

◦
消
防
団
員
確
保
と
組
織
力
の
強
化

第
３
章　
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
充
実

　
住
民
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
れ
る

ま
ち
に
す
る
た
め
、
町
民
と
関
係
機
関
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
防
犯
、
交
通
安

全
へ
の
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

◦
警
察
力
強
化（
交
番
の
誘
致
）

◦
各
地
区
の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
へ

の
サ
ポ
ー
ト

第
４
章　
消
費
者
保
護
対
策
の
充
実

　
住
民
が
安
心
し
て
消
費
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
消
費

者
保
護
の
観
点
か
ら
の
消
費
生
活
相
談
の

対
応
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
相
談
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◦
他
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
相
談
機
会

の
拡
充

◦
消
費
者
教
育
講
座
の
開
催

第
３
部　
活
力
に
あ
ふ
れ
、
に
ぎ

　
　
　
　
わ
う
ま
ち

第
６
編　
働
き
や
す
く
、
活
気
と
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り（
産
業
）

第
１
章　
農
業
の
振
興（
持
続
性
の
高
い

農
業
の
構
築
）

　
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
、
人
材
の
育

成
や
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
農
畜
産
物

の
品
質
向
上
、
魅
力
あ
る
特
産
品
な
ど
の

開
発
を
促
進
す
る
な
ど
、
生
産
効
率
の
向

上
や
農
畜
産
物
の
高
品
質
化
を
図
り
ま
す
。

◦
大
規
模
化
に
よ
る
強
い
農
業
の
育
成

◦
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

へ
の
対
応

第
２
章　
工
業
の
振
興（
連
携
に
よ
る
工

業
の
発
展
）

　
進
出
企
業
と
地
元
企
業
全
体
の
活
性
化

の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
立

地
環
境
整
備
や
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
進

め
、
企
業
間
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

◦
販
路
開
拓
に
対
す
る
支
援

◦
地
域
と
企
業
の
交
流
促
進

第
３
章　
商
業
の
振
興（
魅
力
あ
る
商
業

の
展
開
）

　
に
ぎ
わ
い
と
活
気
の
あ
る
商
業
実
現
の

た
め
、
商
店
、
飲
食
店
の
活
性
化
や
経
営

支
援
を
行
い
、
魅
力
あ
る
商
業
エ
リ
ア
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

◦
大
型
店
と
既
存
店
と
の
共
存

◦
地
域
と
企
業
の
交
流
促
進

第
４
章　
観
光
の
振
興（
地
域
観
光
資
源

の
活
用
）

　
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
、
観
光
資
源

を
掘
り
起
こ
し
、
さ
ら
に
魅
力
を
高
め
、

観
光
客
を
呼
び
込
む
メ
ニ
ュ
ー
を
定
着
化

さ
せ
ま
す
。
産
業
と
し
て
の
特
産
品
の
開

発
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

◦
地
域
産
品
を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発

促
進

◦
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
用

第
４
部　
み
ん
な
で
協
働
し
て

　
　
　
　
支
え
る
ま
ち

第
７
編　
町
民
と
行
政
が
協
働
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り（
住
民
参
画
・
男

女
共
同
参
画
な
ど
）

第
１
章　
住
民
参
画
の
推
進

　
協
働
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
、
町
民
に
対
す
る
情
報
公

開
を
進
め
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
町
民
参
画

を
進
め
ま
す
。

◦
情
報
公
開
の
推
進
と
適
切
な
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築

◦
地
域
づ
く
り
の
柱
と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援

第
２
章　
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
女
性
と
男
性
が
平
等
な
立
場
で
、
家
庭

や
地
域
、
職
場
、
学
校
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
参
画
で
き
る
社
会
を
構
築
し
ま
す
。

◦
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参

画
推
進

◦
両
立
支
援
の
た
め
の
各
種
相
談
窓
口
の

充
実

第
３
章　
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
の
推
進

　
全
て
の
人
が
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差

別
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

◦
人
権
の
ま
ち
菊
陽
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

◦
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
の
見
直
し

第
４
章　
広
報
活
動
の
推
進

　
「
広
報
き
く
よ
う
」
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
を
幅
広
く
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

◦
広
報
活
動
の
充
実

◦
情
報
公
開
制
度
の
充
実

第
８
編　
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営

を
図
る
ま
ち
づ
く
り（
行
財
政
）

第
１
章　
高
度
情
報
化
へ
の
対
応

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
で
効

果
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
情
報
シ

ス
テ
ム
を
整
備
・
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
個
人
情
報
保
護
に

も
配
慮
し
た
情
報
管
理
を
行
い
ま
す
。

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
適
切
な
運
用

◦
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
徹
底

第
２
章　
行
財
政
運
営
の
充
実
・
強
化

　
自
立
し
た
行
財
政
基
盤
を
構
築
す
る
た

め
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
、
職
員
の
資

質
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
財
源

の
確
保
、
地
方
創
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
菊
陽
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
で
定
め
た
施
策
の
展
開

◦
夜
間
納
税
相
談
の
実
施

第
３
章　
広
域
連
携
の
推
進

　
多
様
で
広
域
的
な
行
政
課
題
に
対
し
て

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
近
隣
市
町
村
と

密
接
に
連
携
・
協
力
し
、
効
率
的
で
質
の

高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

◦
連
携
中
枢
都
市
圏
の
活
用

◦
広
域
行
政
事
務
の
実
施

　
次
回
は
校
区
別
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。


